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村松志保子助産師顕彰会 会報誌 （第12 回発行・2017年7月) 

  会報誌 「しほこの樹」 
第12号 

 

会場：墨田区役所「リバーサイドホール」 

日時：平成28年7月9日土曜日 

 

祝 💛 記念写真          
 

[特別講演1] 「桶谷式手技にかかわってきて」 小児科医師 小林美智子先生      
 桶谷先生とのかかわりを含めて、母乳育児支援の熱い思いをお聞きすることができました。 
先生は「何度も桶谷先生の所に伺い、いろいろと教えをいただいたお陰で、子どもたちは順調に育ち、今、 
小児科医として母乳育児を進める力になっている。」と、ご自身を振り返られながらお話し下さいました。 
 

[特別講演2] 「私のあゆんできた道」 桶谷式本家母乳育児相談室 本家勇子先生 
 ご自分の生い立ちやご家族のこと、これまでの県助産師会会長としての活動について、お話し下さいました。 
特に、行政との調整を図り、助成金や補助金などを活用され、会の発展や社会に広く貢献されてこられたお話は、 
大変学び多い内容でした。 
 

[活動紹介]  「特別養子縁組活動について」 ゆきこ助産院 山岸由紀子先生 
 「養子縁組・妊娠相談 アクロスジャパン」の活動について、新しい試みと情報の提供をしていただきました。 
1．望まぬ・予期しなかった妊娠で悩む妊婦さんが、いろいろな制度を知り、安心して赤ちゃんを産める環境づくり  
2．人種、生活背景、性別で差別されない全ての妊娠支援相談事業  
3．養子縁組ファミリー（実親・養親・養子）への交流会やサロン・研修会企画 

 ＜ご来賓＞ 
 東京都墨田区 区長  山本亨様 
（公社）日本助産師会 会長  岡本喜代子様 
（一社）桶谷式乳房管理法研鑽会 副会長  北村美紀様  

【村松志保子と助産師顕彰会】 
 村松志保子は、明治・大正時代に医術の研鑽を深め産婆となり産婆育成に尽力し母子のために保健福祉的な慈善活動を展開し
た。当会では、助産師（産婆）として、博愛精神に基づいた福祉活動や女性の地位向上のために活躍した村松志保子の功績を顕彰
し、また志保子の精神と志に根ざした活動を現在実施している助産師、あるいは、過去に活躍した助産師（産婆）を表彰していま
す。そして、村松志保子の志を継承した活動を通じて地域社会に貢献することを目指しています。 

平成28年度 第20回 村松志保子助産師顕彰会式典            
 

受賞者の皆さまと記念撮影 

特別講演（要約） 

http://www.illust-box.jp/sozai/45645/


岡本先生・南野先生・後藤宮司さま 

“日本で唯一の産婆乳母の祖神” 愛媛県に所在する高忍日賣神社にて開催 

◆午前の部 
[ご挨拶] 後藤正宜（高忍日賣神社 宮司様）  

[講 演] 講 師：岡本喜代子（日本助産師会 会長） 

     テーマ：「モンゴルの母子保健の課題とモンゴル助産師会の活動の現状」 

[座談会] 「妊娠、出産から育児期まで切れ目のない子育て支援」 
         ～各地の子育て地域包括支援事業の現状～  
     座 長：黒田優子（日本助産師会 中国・四国地区理事）  

     話題提供者：峰岸まや子・高橋律子（ほっとハグくむママサロン/東京都）  

                     安田洋実（ももプリン助産院/岡山県） 

             井上治子（歯科衛生士/兵庫県） 

     アドバイザー:南野知惠子（顕彰会会長/前参議院議員/日本看護連盟顧問） 
  

[交流会] 昼食をとりながらみんなで交流を深めよう！ 
[助産師の何でも相談] 妊娠・出産・不妊・母乳・育児・思春期・更年期など 

◆午後の部 
 安産福運大祭 斎行  お祈りとお話（宮司の後藤正宜様） 
 
 

助産師の 

子育て地域 

包括支援事業！ 

 私たちは、毎年３月８日を「母子と助産師の日」と定めこの地に集い、安産福音大祭において、出産や子ども
虐待、大災害等で失われた母子の生命に対して、深い哀悼の意を表し、また、母子とそのご家族や女性のリプロ
ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の支援活動を生涯実践した先輩助産師の遺功を偲び、敬意と感
謝の意を捧げます。そして世界中の全ての母子と家族に幸福が、また世界中に平和が到来することを願い、祈り
を捧げています。 

愛媛県助産師会の皆さま 
      ＆ 赤ちゃん💛 

黒田座長 
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参加者年代別 

・日本だけでなく世界の母子保健の現状を知ることも助産師としての視野を広げるために大切だと感じた。 
・難しい課題を解りやすく講演してもらいモンゴル、ベトナムの状況が理解できた。色々な課題が 
 ある中で少しずつ成果出てきていること、うれしく思った。今後も見守っていきたいと思う。 
・ホットな雰囲気のイベント会場で癒された。・毎年開催してもらえることに感謝。 
・参加することにより、情報や知識を得る機会を得ている。来年も楽しみにしている。 
・地域で母子のために活動することは思っているだけではだめだなと思った。発言力、プレゼン力、 
 周囲を巻き込む力が重要だと思った。これから病院勤務をスタートする助産師の卵だが地域との 
 連携を忘れないように頑張っていきたい。地域で活躍されてる方々の情熱を感じた。 
・助産師が地域に働きかけることも大切だと思った。運営も行政にも働きかけないといけないし、 
 大変なことだと思うが熱い思いをもって活動されていることが伝わってきた。お母さんと同じ視線 
 にたって活動できる助産師になりたいと思った。そしてお母さんだけでなく家族にもかかわり次の 
 世代へとつながるかかわりができるようになったらいいなと感じた。 

参加者アンケート 
感想を一部ご紹介 



岡山市の妊娠、出産から育児期まで切れ目のない子育て支援 
出張専門ももぷりん助産院：安田洋実（岡山県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 岡山市保健所の「おかやま産前産後相談ステーション」に
勤務し、妊娠届等申請時の面接や電話・訪問などの相談を
行っている。岡山市では妊娠届出書はHPからダウンロードで
き、自己申告で申請できる。 
 届出書で注意しているのは、入籍の有無、年齢、妊娠週
数、こころの病気の有無、妊娠が分った時の気持ち、協力者
の有無などである。特に妊娠が分った時戸惑った方や夫婦
（パートナー）関係に悩みのある方についてはゆっくり話を
聴くようにしている。また、服装・文字・雰囲気など全体的
に把握し、必要と思われる場合には、妊娠中や産後に電話や
訪問を行い、必要時保健師に引き継いでいる。 
 昨年、出張専門助産院を開業し、Lineでの24時間無料相談
や家庭訪問、年2回のプレパパプレママ教室と、パパママ教
室を担当している。 

座談会の話題提供者（内容要約）敬称略 

 小児歯科衛生士として長く勤めているのは、子どもたちの成長に寄り添い続けられ、多くの人の
人生と伴に歩むことができるから。幼かった子どもたちが成長し、やがて母へと育つと、母から子
へ子から孫へとつながる。思春期の男子の治療や働きかけはその子が父になり妻や子へ広がる。成
長し、大人になった彼らのそれぞれの立場や職業の中で、私たちが伝えたかった想いが広がり深
まってゆく。だから、小児歯科っておもしろい。 
 歯科の特徴は病気（虫歯）があってもなくても、赤ちゃんから年配の方まで、問題がなくても来
られるなど連続性があることである。「きれいで健康な永久歯」だけが目標ではなく、食べる・飲
む・話す・呼吸する・顔を作るといった口腔機能が発揮できることが大切。それは歯科だけでなく
全身とも関係する。歯が生え揃ってからがスタートではなく生える前、妊娠中からの継続性がある
アプローチが必要。そのためには歯科だけでは無理だが、歯科からも発信していくことが必要であ
る。広く地域に出かけ、地域と多くの職種とそして多くの人と繋がり、深まってゆくことが大切だ
と考えている。 

埼玉県横瀬町からの発信   
ほっとハグくむママサロン 
        ：峰岸まや子・高橋律子（埼玉県） 

妊娠届を出さない人がいる 

助けてと言えない人がいる 

私たちの存在を知らない人がいる 

（知られていない） 

★助産師のことをもっと知ってもらいたい 

★ママたちにいつも幸せでいてほしい 

★自分の幸せについて考えてみてください 

身体・心・未来を育む ～だから小児歯科って面白い！～  小児歯科歯科衛生士：井上治子（兵庫県） 

Ⅰ.出会い 
  横瀬町の概況  
  行政組織改正  
  子育て支援課 
  町長・議員へ 
Ⅱ.ほっとハグくむママサロン 
Ⅲ.未来に向かって  
 

 助産師さんの「ほっとハグくむ…ママサロン♪」  
女性の強～い味方！ 助産師が子育てを応援します。  

＜目的＞ 
 妊婦、産婦及び子育て中の母親に対して、助産師
による育児・母乳相談等の必要な保健指導を通し、
出産後の育児不安を軽減するとともに母子の健康保
持を支援し、安心して子どもを産み育てやすい環境
を整備することで、産前産後ケアの充実及び子育て
支援の推進を図ることを目的としています。 
１．母乳哺育の推進につながる指導 
２．育児不安の軽減につながる指導 
３．その他必要とする保健指導 



  

「村松志保子助産師顕彰会」事務局 
 

【お問い合わせ先・入会等について】 
 「村松志保子助産師顕彰会」事務局 
 住所：〒192-0914  東京都八王子市片倉町1181－5 
 電話・ＦＡＸ  ： 042-635-7117 （岡本喜代子） 

 Ｅメール  ： otafuku-o@nifty.com.jp 
 

【会費等振込先】 
 口 座 名：村松志保子助産師顕彰会 
 口座番号：郵便貯金 総合通帳  

 記 号 ： １００４０   番 号 ： 97136531 
 入会金 ： 5,000円  年会費 ： 5,000円  

平成29年度行事について 
・平成29年度 第21回 村松志保子助産師顕彰会通常総会及び表彰式式典 
 日時：平成29年7月23日（日）13：30～15：30 (13:00より受付) 
 場所：すみだリバーサイドホール１階ミニシアター（墨田区役所１階） 
 内容：午前中に総会・午後より式典（表彰式、記念講演、写真撮影） 
  ※表彰者（村松志保子賞8名 特別賞3団体1名 精励賞なし 感謝状2団体） 
 

・お墓参り日程 
 平成30年1月21日（日）11時日暮里駅南口集合 
 ①村松志保子先生のお墓参り   ②回向院   ③柘植アイ先生のお墓参り 
 ※日程の変更の可能性があります。 
  参加ご希望の方は、一週間前に下記顕彰会事務局まで確認のお問い合わせをお願いいたします。 
 

・平成29年度 第6回「母子と助産師の日」イベント 
 日時：平成30年3月8日（木）10：00～15：00 
 場所：愛媛県愛媛県伊予郡松前町大字徳丸387 高忍日賣神社（たかおしひめじんじゃ）  
  

・村松志保子助産師顕彰会ホームページについて  
 ◎ 現在ホームページ作成中！◎   ※開設にはもうしばらくお待ちください。 

  [アドレス] https://www.jyosansikensyoukai-m-sihoko.com 

                  [お願い] 
 

  

 村松志保子助産師顕彰会は、会費や寄付金などで
運営しています。 
 より充実した活動を継続していくために、当会の
趣旨や活動にご賛同して頂ける会員やご支援の寄付
金を広く募っています。 
 現在ご活躍されている助産師や歴代のお産婆さん
などの情報もご連絡をお待ちしております。 
 また、会報誌「しほこの樹」へのお便りも 
ぜひお待ちしております。 
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